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WB 1:500-1:2000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:50-1:200

Calculated MW:52 kDa; Observed MW:52 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ショウジョウバエ遺伝子「mothers against decapentaplegic」（Mad）および線虫遺伝子「Sma」の遺伝子産物に類似したタンパク質ファミリーであるSMADに属します。SMADタンパク質は、複数のシグナル伝達経路を媒介するシグナル伝達因子および転写調節因子です。このタンパク質は、形質転換成長因子（TGF）-βのシグナルを媒介し、細胞増殖、アポトーシス、分化などの複数の細胞プロセスを制御します。このタンパク質は、SMAD受容体活性化アンカー（SARA）タンパク質との相互作用を介してTGF-β受容体にリクルートされます。TGF-βシグナルに応答して、このタンパク質はTGF-β受容体によってリン酸化されます。リン酸化は、このタンパク質とSARAの解離、およびファミリーメンバーであるSMAD4との結合を誘導します。 SMAD4との会合は、このタンパク質の核への移行に重要であり、核内で標的プロモーターに結合し、他の補因子と転写抑制複合体を形成します。このタンパク質はアクチビン1型受容体キナーゼによってリン酸化され、アクチビンからのシグナルを媒介します。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年5月]
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	Smad2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した MCF-7 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。
	

	AMRe86253 で Smad2 を標識した HeLa 細胞の免疫蛍光分析。

